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タ
ウ
ン
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ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

　　
大
野
実
さ
ん
（
守
子
）
は
、
昭
和
43

年
４
月
に
神
奈
川
県
警
察
官
を
拝
命
さ

れ
、
退
職
ま
で
の
42
年
間
に
わ
た
り
、

地
域
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
た
た
え
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
は
、
秦
野
警
察
署
に
配
属

さ
れ
山
岳
救
助
の
仕
事
と
出
会
い
、
以

後
退
職
ま
で
の
28
年
間
、
警
察
官
そ
し

て
山
岳
救
助
隊
と
し
て
、
地
域
防
犯
と

山
岳
遭
難
救
助
の
第
一
線
で
、
安
全
安

心
の
た
め
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
秦
野
は
初
心
者
に

人
気
の
丹
沢
登
山
が
で
き
る
場
所
。
登

山
に
ナ
ビ
は
な
い
。
迅
速
な
人
命
救
助
の

た
め
、
休
み
の
日
も
山
に
登
り
道
を
覚
え

た
」
と
、
山
岳
救
助
隊
員
、
ま
た
指
導

者
と
し
て
警
察
官
の
職
務
を
全
う
し
た

こ
と
を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

令和５年秋の叙勲・第41回危険業務従事者叙勲
受章おめでとうございます

本年11月3日に発令された、令和 5 年秋の叙勲、第 41回危険業務従事者叙勲の町内の受章者を紹介します。
※受章者のうち、掲載の承諾を得られた方についてご紹介しています( 順不同 )。

　　
斉
藤
晴
視
さ
ん
（
広
谷
地
）
は
、
昭

和
53
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
か
ら
始
ま
り
、
国

　
赤
羽
根
茂
男
さ
ん
（
旧
黒
田
）
は
、

昭
和
46
年
４
月
に
黒
磯
那
須
消
防
組
合

に
奉
職
さ
れ
、
退
職
ま
で
の
41
年
間
に

わ
た
り
、
地
域
の
安
全
確
保
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
瑞
宝
双

光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
那
須
水
害
や
大
規
模
工
場
火
災
、
東

日
本
大
震
災
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

不
眠
不
休
で
取
り
組
ん
だ
」
と
、
当
時

の
現
場
を
振
り
返
る
赤
羽
根
さ
ん
は
、

献
身
的
に
消
防
活
動
に
従
事
し
、
地
域

の
安
全
・
安
心
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
「
こ
ん
な
機
会
は
２

度
と
な
い
と
思
い
、
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
大
変
、
嬉
し
い
。
連
絡
を
受

け
て
、
ま
ず
、
亡
く
な
っ
た
妻
に
報
告

し
た
」
と
話
し
「
今
後
は
、
防
災
な
ど

に
関
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
鈴
木
福
十
さ
ん
（
北
沢
）
は
、
昭
和

44
年
４
月
に
栃
木
県
警
察
官
を
拝
命
さ

れ
、
退
職
ま
で
の
39
年
間
に
わ
た
り
、

地
域
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
た
た
え
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
地
域
課
で
の
交
番
勤

務
や
、
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
で
の
交

通
取
り
締
ま
り
な
ど
、
地
域
の
方
々
と

密
に
接
す
る
業
務
に
長
く
従
事
し
、
地

域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
警
察
官
の
業
務
は
、

地
域
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
重
要
な

仕
事
。
時
に
は
、
大
火
災
で
夜
通
し
勤

務
し
、
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
つ
一
つ
目
の
前
の
仕
事
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
と
て
も
光
栄
で
す
」
と
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

勢
調
査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
工
業
統

計
調
査
な
ど
、
通
算
57
回
も
の
各
種
統

計
調
査
に
従
事
さ
れ
た
功
績
が
た
た
え

ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
長
い
間
、
各
種
統

計
調
査
員
を
務
め
て
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
受
賞
に
至
っ
た
こ
と
は
、
大
変
名

誉
な
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ

の
統
計
調
査
員
は
、
地
味
な
う
え
、
成

り
手
が
少
な
い
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す

の
で
、
そ
の
意
義
は
大
な
る
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
を

惜
し
ま
ず
、
少
し
は
行
政
に
関
わ
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
力
強

く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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